
国際ロータリ－第２５１０地区千歳ロータリークラブ

「「千歳ロータリーの森林（もり）」
生い立ちと経過報告」

卓話 ：平間和弘 分収造林組合組合長

協力 ：小野田禎久・井渓利光 吉岡毅 ㈱ツヨシオカスタッフ

環境保全委員会：武石考司・菅原正行・稲川和伸

会長 ：斎藤えみこ
副会長：前田浩志
幹事 ：佐々木義朗
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経緯（計画～植樹）
時期 会長 出来事

1990（平成2年）
～

1991（平成3年）

佐藤秀雄 ・RI会長パウロV.C.コスタ氏（ブラジル）が環境保全員会を発足。
これを受けて千歳RCでも環境保全への取り組みを検討
・千歳RC分収造林組合設立を決定。（初代組合長 丹治秀一氏）

1991年（平成3年）
6月～7月

山田睦雄 ・北海道営林局長あて分収造林契約の申込手続き開始→内定

1991年（平成3年）
9月～10月23日

・分収造林契約の申込書提出、契約成立
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契約概要
 契約者 ：北海道営林局長 北海道森林管理局・署

 場 所 ：千歳市蘭越恵庭事業区５３７２林班と.の位置

 面 積 ：２,８１１ヘクタール（約３町歩弱）

 期 間 ：平成３年１０月～平成８３年（２０７１年）９月まで８０年間

 植栽樹種：アカエゾ松 ７,３００本

 伐採期間：平成８３年９月皆伐とする。（令和５３年）

 収益分収の割合：国１０/１００・千歳ＲＣ９０/１００とする。

 分収林の種類 ：「みどりの日」（５/４）制定記念分収造林とする。

1992年（平成4年）
5月17日

・アカエゾ松苗木7,300本を植栽
千歳RC会員（121名）、会員家族、千歳RAC会員、恵庭営林所長外
（10名）、ボランティアの方合わせて150名の協力による

1992年（平成4年）
9月（命名）

・農林水産省、林野庁企画課より「千歳ロータリーの森林（もり）」と名
づけ業界紙に紹介された事により今日に至る。
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経緯（植樹から10年目）
時期 会長 出来事

1992（平成4年）
～

1999（平成11年）
7年間

92高慶繁博
93沼山佐太郎
94長澤邦雄
95須藤文夫
96木村照男

・毎年春（6月）と夏（8月）の2回、早朝移動例会により下草刈りを
実施
・平成11年5月には肥料まきを実施

1999（平成11年）
～

2002（平成14年）

97藤谷信弘
98大沼三郎
99中村堅次
00上井昭一
01横田義弘

・苗木の成長（高さ2.5M）著しい
・雑木の小枝・つる切り作業実施
・一部間引調整も実施

2002年
（平成14年9月）

02村松克重 ・森林国営火災保険更新手続き （契約期間10年間）
１１５，０００円

2002年（平成14年）
～

2008年（平成20年）

03佐々木昭
04服部隆志
05中山和朗
06五十嵐宏
07福田武男
08末廣孝

・環境試験木のビニール袋敷設等を2個所設定し一部間引を実施
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経緯（10年目～20年目）
時期 会長 出来事

2005年7月2日
（平成17年）

・道道支笏湖線右側の分収造林入口の大看板の柱部分が腐食
したため大補修改修を実施

2008年（平成20年） 08末廣孝 ・成育状態の確認：7.5Ⅿ程度 （下枝切作業が必要）

2008年（平成20年）
～

2011年（平成23年）

09岩崎輝久
10佐々木金治郎
11今村静男

・早朝例会で80㎝下の枝切作業を春（6月）、秋（10月）の2回、4
年間実施

2012年（平成24年9月） 12村田研一 ・森林国営火災保険更新手続き （契約期間10年間）
（９９，５００円）

2012年（平成24年）
10月25日

・間伐3,500本
・下枝払作業（10/2～10/25まで）3,600本
※道庁の補助事業活用・千歳森林組合による作業
７２４，０００円ー６２３，４００円＝１００，６００円
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2013～2014

2015



経緯（20年目から30年目）
時期 会長 出来事

2012年（平成25年）
6月

成育状態の確認：11.5Ⅿ程度 （順調に成長）

2016年（平成28年）
９月３０日

13川端清
14藤本敏廣
15沼田常好
16大西信也

・成長木のカウント記録野帳を作成
平間委員長・稲川副委員長、２名で

４時間かけカウントした。

※3,540本間伐以後、外周雑木により成長被害木を除く

2017年（平成29年）
6月27日

・道々支笏湖公園線沿い分収造林入口の看板補修改装

2017年（平成29年）
10月5日

17瀧澤順久 成育状態の確認：14.8Ⅿ程度 （順調に成長）

植林列 成育本数

左側 ５２列 ２,８３８本

右側 ２２列 ７０２本

合計 ７４列 ３５４０本
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時期 会長 出来事

2018年12月13日
（平成30年）

今野良紀 林野庁 北海道森林管理局 石狩森林管理署 千歳森林事務所
岡部森林官へ訪問（平間副組合長・菅原正行委員長・武石考司副
委員長・稲川和伸委員）

2019年4月18日
（平成31年）

藤川俊一 王子製紙株式会社 苫小牧工場 動力部 動力課 武久副長へ訪
問 （平間副組合長・菅原正行委員長・武石考司副委員長・稲川
和伸委員）

2019年6月26日
（令和元年）

平間和弘氏、2代目分収造林組合の組合長に就任

2020年（令和2年） 伊藤一三 分収造林中央大通の両側の下枝切作業（4.5Ⅿ-136本）
平間組合長単独で10日間掛けて実施

（分収造林組合長就任記念として）
後に、この作業がもとで体調を崩される。
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時期 今後の予定

2022年9月
（令和４年）

森林国営火災保険 契約更新手続 千歳森林組合にて

2028年（令和１０年） 間伐予定年度

2033年（令和15年） 間伐予定年度

2071年 （あと４９年） バイオリン・ピアノの制作


